
1

■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

123 施策 コミュニティ活動への支援

枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 令和元年度

1コミュニティ活動支援事業

市民ニーズ、社会的役割
自治会は、日頃から暮らしやすい地域社会を築き、発災時においては円滑な
情報共有を行う等、地域活動の要となっている組織であるため、支援活動を行
う社会的役割は高い。しかし、自治会に加入する必要性について市民の認識
が十分でないことから、自治会情報の積極的な発信を進めていくことが課題と
なっている。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

① 自治会活動関係事業 市民自治推進室
自治会に対する補助事業を含め、自治会活動支援に関する事務を行
う。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

17,393
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

当該助成金は数年に一回の交付実績となっており、中長期的な支援計画を立
てにくい。なお、令和元年度は助成金の交付を受けられなかったため、実施し
ていない。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

②
コミュニティ助成金交付事

業
市民自治推進室

一般財団法人自治総合センターが実施する一般コミュニティ助成事
業の助成金の交付を受け、地域のコミュニティ活動を支援する。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

-
※課題があるものは■

今後の
方向性

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

③

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

④

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑤

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課


